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データサイエンス入門
──�データ取得・可視化・分析の�
全体像がわかる

上田雅夫 =後藤正幸

担当編集から
本書は，大学の「データサイエンス」
や「統計学」の講義で教科書として使

われることを目的として作られましたが，ビジネスや意
思決定の場面で，データを活用したい方に向けたデータ
サイエンスの入門書にもなっています。統計学と機械学
習の手法・モデルをいずれも一冊で紹介しているとこ
ろ，またデータの可視化手法に紙幅を割いているところ
が特徴的です。
　データサイエンスと法学は，近年ますますかかわりが
強くなってきているように思います。ひとつには，裁判
例などの法に関連するテキストデータを，機械学習など
の計量的手法によって分析する研究があります。こう
いった分析では，裁判の結果をデータから予測したり，
法や裁判例の構造を明らかにしたりすることを試みてい
るようです。また，機械学習などの技術が使われるAIの
実社会への応用について，法学的観点から分析する研究
分野もあり，実務面でもとても注目されているかと思い
ます。
　法学とのかかわりに限らず，一般社会でもデータサイ
エンスの考え方は役に立つ場面が多いです。少しでも気
になった方はぜひご一読を！（岡山）

第5章「データの可視化手法」では，目的に適したさまざまな可視化手法が具体例とともに紹介されています。Point
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